
これまでに分かったこと

なぜ研究が必要なの？

野生鳥獣被害を減らし共存へ

～野生鳥獣の保護管理にむけた生態及び被害対策に関する調査研究～
長野県環境保全研究所自然環境部

野生鳥獣被害に立ち向かうには、地域の実情に応じた対策と法律（鳥獣保護法）に基づく保護管理
計画の立案が必要となります。本研究では、対策現場と計画立案の両方に研究成果を提供し、”科学
的根拠に基づく被害対策”を支援しています。

研究期間
R1～R5

①捕獲個体からの情報 ②野外調査による情報

どうやって研究するの？

0

50

100

150

200

250

2004 2009 2014 2019

春

秋

0

100

200

300

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

営
巣
数

年

県最大の繁殖地における営巣数の変化

お花畑を食べるシカ

魚を食べる鳥類～カワウ・アオサギ

捕獲規制開始 大量出没以降
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里に出てくるのは若いクマだけではない

ツキノワグマの各地域
の遺伝構造

ニホンジカの生息密度と
個体構成の月変化

霧ヶ峰でのカウント数増加

営巣数の増加

カモシカの胃内容物

スギ・ヒノキなど
針葉樹の割合
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捕獲されたツキノワグマの年齢構成の推移

クマにも北信/中信/
東信/南信がある

筑摩山系は
シカの越冬場所

カモシカによる植林木
食害は減少傾向

（クマ，カモシカ）

（クマのみ）

カモシカ
唾液

●現状 野生鳥獣による本県の農林水産業被害総額は令和２年度に年間７億４千万円ほどで
深刻な状況が継続している。

●課題 県内の農林水産業の維持及び住民の安全確保等、野生鳥獣と地域社会の共存が重要な
行政課題となっている。

●目的 被害軽減と野生鳥獣の保全に資する科学的情報を提供すること。具体的には、クマや
シカ、カモシカ等からの採集試料、行政資料等を用いた統計解析、カワウ等の生息お

よび被害状況の把握、被害対策に関する知識や技術の普及である。


